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「５つの原則」の基本概念

本コースで学んでいただく「５つの原則」は、松下幸之助の思想・哲学

を現代の社会情勢に合わせて再解釈し、人が成長するための基本理念とし

て体系化したフレームワークです。

具体的には、次の５つの概念から構成されています。

【第１の原則】使命を正しく認識すること
【第２の原則】素直な心になること
【第３の原則】人間観をもつこと
【第４の原則】自然の理法に従うこと
【第５の原則】自主責任意識をもつこと

このフレームワークの全体像を俯瞰しながら、それぞれの概念の関係性

と、個人の成長のストーリーについて見ていきましょう。

５つの概念の関係性

4 ５つの原則とは
まず、「【第１の原則】使命を正しく認識すること」では、仕事や人生に

おけるみずからのミッションについて考察します。いわば、自身のあるべ

き姿・なりたい姿を明確にするのです。

そのうえで、「【第２の原則】素直な心になること」で、自身の現状を直

視します。すると、【第１の原則】で明らかになったあるべき姿・なりた

い姿と、自身の現状との間にギャップが存在していることが見えてきます。

そのギャップを埋めるための課題を設定するのが、【第３の原則】と【第

４の原則】です。

「【第３の原則】人間観をもつこと」では、肯定的な人間観をもって自分

の強みを知るとともに、「【第４の原則】自然の理法に従うこと」において、

みずからを成長させるための凡事徹底（当たり前のことを徹底して実践す

ること）レベルの課題を設定します。

そして、「【第５の原則】自主責任意識をもつこと」では、みずからを成

長させるために、他に依存することなく固い決意で課題に取り組む覚悟を

固めていきます。

個人の成長ストーリーから見た５つの概念
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